令和４年度第２回唐津市男女共同参画推進協議会　会議概要
１　開催日時
　令和４年１２月２６日（月）13:30～15:25
２　開催場所
唐津市高齢者ふれあい会館りふれ　研修室１
３　出席者
井上委員、井本委員、岩本委員、上野委員（会長）、大薗委員、小出委　員、小峰委員、杉山委員、田坂委員、田代委員（副会長）、田中委員、古川委員、松下委員、吉村委員［１４名］
４　欠席者
前田委員［１名］
５　事務局
　　男女共同参画課　仁部課長、小出係長
６　傍聴者
　なし
７　会議次第
(1) 開会
　(2) あいさつ（地域交流部長）
（3）辞令交付
（4）委員の紹介
（5）会長、副会長の選出
　　 会長：上野景三委員（西九州大学教授）
　　 副会長：田代惠美子委員（唐津市男女共同参画ネットワーク“レゾナ”庶務）

　(6) 議事

　　  ①唐津市男女共同参画基本計画（第４次）の概要について
　　  ②令和４年度事業について

　　  ③審議会等委員に占める女性の登用状況について
（7）意見交換

(8) 閉会
【会議概要】

１　意見等の概要

	会長
	本日の議題は、①唐津市男女共同参画基本計画（第４次）の概要、②令和４年度事業の進捗状況、③令和３年度における審議会等に占める女性の登用状況についてである。
1 について説明を求める。

	事務局
	唐津市男女共同参画基本計画（第４次）の概要ついて（会議資料に沿って説明）

	会長
	成果指標は、毎年度ごとに数値目標を立てているものであったか。

	事務局
	　成果目標は、最終的なＲ6年度の目標値だけを示している。最終的な成果目標に向かって、どれだけ進展したかを毎年度協議会にお示ししている。毎年度ごとの目標値は細かく設定していない。

	会長
	資料に審議会等委員に占める女性の割合が、Ｒ６年度で４０
％、更に５０％を目指すとの記載があるため尋ねたが、審議会等に占める女性委員の割合だけを毎年点検しているわけではないのだな。

	事務局
	女性の登用率は、第４次計画で最終目標を５０％としているが、なるべく早い段階で４０％を目指そうということで、庁内の各審議会において取り組んでいる。基本計画において、この女性登用の部分については具体的になるべく早い段階で４０％登用と細かな数値目標を設定している。

	会長
	尋ねたのには、もう一つ意味があり、今日の議題に審議会等の委員割合があるが、その他の成果目標については点検しなくてよいのかということ。

	事務局
	令和３年度の進捗管理については、前任期の委員により８月に確認していただいている。本日は、改選後委員の皆様に今現在の取り組み状況をご説明させていただくことでお集まりいただいた。

	会長
	今期の委員にはＲ４年度について点検いただくと了解した。委員から何かご意見は。

	委員
	基本目標１～４あるが、市としていろいろな動きがあると思う。具体的に企業などと組んで、他の（市民）団体などが取り組んだりしているのか。呼子公民館では地域婦人会が男女共同参画について年間を通して活動されているので、他地区の状況がわかれば聞きたい。

	事務局
	企業においては、一般事業主行動計画を策定し、職場において女性が働きやすい、活躍しやすい環境の整備に取り組んでいる所も多々ある。

	会長
	唐津市全体を見たときに、一般事業主行動計画を策定している企業がどのくらいあるとか、呼子地区のように各地域で婦人会などの活動が活性化しているのだろうかなど具体的な話を聞きたいとの趣旨でもあったかと思う。

	事務局
	呼子地区は先進的。会長を中心に男女共同参画にも非常に積極的に取り組んでいただいている。
一般事業主行動計画は、市内にある対象事業所４３事業所は、Ｒ４年４月の段階で４３事業所すべてが計画策定済み。

	会長
	遠くない将来に、唐津市男女共同参画基本計画の見直しが図られる。Ｒ５年度は市民意識調査などを実施し、Ｒ６年度にはＲ７年度以降の行動計画を策定することになるので、その時に議論いだければと思う。
次の議題、②令和４年度の事業の進捗について説明を求める。

	事務局
	令和４年度における事業の進捗状況について（会議資料に沿って説明）

	会長
	言葉の使い方について不明な点があった。市町ＤＶ出張研修とは？

	事務局
	アバンセで開催している市町ＤＶ出張研修である。講師を唐津市に派遣いただき研修を行っている。

	会長
	母子父子自立支援員とは？

	事務局
	子育て支援課に配属さている相談員であり、以前は「父子」が入っていなかった。ＤＶ被害など様々な困難を抱えている方の総合相談。男性の方、父子家庭の方からも相談を受けている。

	会長
	女性人材バンク事業があり、現在の登録者は３１人。そのうち２人が本日出席されている。お二人から感想やご意見があればうかがいたい。

	委員
	女性人材バンクという事業があるのでぜひ登録をと声をかけられた。頼まれれば登録してもよいという方は沢山いらっしゃるかと思う。自分から登録しますというのは非常にハードルが高い。声をかけられたら登録するというのはあると思う。３１名と聞き、もう少し多いのかと思った。半端な気持ちでは登録できないが、もう少し増やせると思う。

	事務局
	ぜひ、委員の皆さんにご紹介いただきたいと思っている。自分から登録したいという方は稀。私たちだけでは情報に疎いので、こんな方がいるよ、この方いいのではという方がいらっしゃればご紹介いただきたい。

	委員
	女性人材バンクという名称が・・・、（私など）大したものではありません、自信がないという部分があるので、何がサブネームのようなものがあればよいと思う。人材と言われると、なかなか資格はとなるので、ここを工夫すると誘いやすいと思う。

	会長
	事務局の話は、人材バンクの登録候補者を広く紹介・推薦いただきたいということ。登録いただくと色々な審議会、行政が施策や行事を行うにあたり女性の意見を聞きたいときに意見を聞きやすい。女性登用率も５０％を超えるという話。

	事務局
	現在、子育て・家庭・家族に関する登録者が多いが、経済分野や建設分野などあらゆる分野の審議会があるので、ぜひ、様々な分野で活躍されている方、一生懸命がんばっている方などをぜひご紹介いただきたい。

	会長
	市民提案事業について、現時点で応募なしのようだが・・・。

	事務局
	年度当初にご相談があっていたが、現時点で応募なし。どうしても、コロナもありイベントなどが開催しにくいという状況もある。また、市の他補助事業などを利用されて開催されたものもある。

	会長
	レゾナなどが手をあげなければならないのでと思うが・・・。

	委員
	レゾナは、年１回男女共同参画フォーラムを開催している。フォーラムでは非常に勉強させてもらう。今年も評判が良く、よい意識改革になったと思う。

	事務局
	補足すると、レゾナには資料にある男女共同参画フォーラムを実施していただいており、今年も２回フォーラム・講演会を開催し、多くの方にご参加いただいている。

	会長
	市民提案事業について、予算があるのでもったいないと思ったところ。女性活躍推進事業について、内閣府の予算を獲得し実施しているのは、佐賀県内では佐賀県と唐津市だけだったかと思う。
この、女性活躍推進事業についていいアイディアはないか。

	委員
	佐賀県主催では、企業のリーダー格の女性対象にしたリーダー研修や男性の意識改革のため男性管理職向けの啓発事業がある。
唐津市の女性のリーダー研修にオブザーバーとして参加したことがあるが、少ない人数ではあったが、少ない人数だからこその横のつながりができているようなイメージで、とてもよい雰囲気だった。
別の質問になるが、女性の登用率が男性よりも多い審議会があると思うが、それに対し男性の審議会への参加促進の取り組みをしているのか。

	事務局
	審議会委員選任ついては、庁内で決裁を取る際に、男女共同参画課にも回るような流れを作っており、女性委員の割合は多くて６０％程度とおねがいしている。極点にどちらかの性別が多い審議会においてはバランスを考えるよう指導はその都度行っている。

	会長
	次に、ＤＶに関する事業について、このような事業だけでいいのだろうか、このような取り組みが必要ではといったご意見はないか。

	委員
	それなりに啓発活動の成果が出ていると感じている。相談者が専門的な言葉などを調べていたりする。
最近は、暴力を受けているがどうしていいかわからない男性が多いと感じている。女性は啓発活動の成果もあり、相談先を知っている方が多いが、男性は、どこにも相談できずに弁護士事務所に相談するケースがある。女性も男性も暴力を受けたときは簡単に手軽に相談できるルートが男性側にも確保できればと思う。

	会長
	女性登用率・ＤＶ相談とも、両性への取り組みが欠かせないということ。

では、次に③審議会等への女性の登用率について説明を求める。

	事務局
	令和３年度の唐津市における審議会等への女性委員登用率実績について（会議資料に沿って説明）

	会長
	女性の登用状況についてご質問やご意見は。

	委員
	対前年度プラス０．２％ということで、劇的な改善は難しい状況かと思う。

	事務局
	難しい。女性の比率を定めるクオーター制の導入は唐津市では難しい。限られた人材の中で、女性をとなると（同じ方が多くの審議委員になるような）偏りが出ている状況。また、文化財など専門的な分野でそもそも女性が少ない審議会などは、どうしても男性が多くなっている傾向。部長で構成される推進本部会議でも議論となったが、すべての分野で５０％でなければならないのかといった意見をいただくような状況。

	会長
	どの自治体も同じような問題を抱えている。審議会で職指定やあて職である場合には、現状のようにならざるを得ないかと思う。例えば医師会に就任をお願いするときに、市内に女性の医者が多くなければ（範囲を）広げるしかない。条例などで決まっているのだろうが公募の女性を必ず入れるなどの改正をしない限り、女性委員０（ゼロ）の審議会はずっとこのままで推移するのではないか。以前、関わった景観に関する審議会では、建築士やコンサルで構成されていたが、公募により女性の視点が入り新しい景観づくりに成功したような話も伺う。手間がかかることだとは思うが、できないことはないはず。

	委員
	介護や民生委員などの審議会に女性がいないなど気になる。偏った見方をしてはいけないと思うが、生活的な（審議会）というのは、やはり、女性・男性の両性がいたほうがいいと思う。推しで女性を入れるなどしたほうが良い審議会になるのではと思う。

	事務局
	第1回目の推進協議会でも話題にしていただいたが、各審議会の担当課に対し男女共同参画課からも指導し、女性委員登用率向上に取り組んでいきたい。

	会長
	審議事項は終了した。意見交換の時間を取っているので、Ｒ５年度の男女共同参画の推進に向けてご意見をいただければと思う。
男女共同参画基本計画（第４次）は４つの柱で構成されている。基本目標に即して、それぞれの立場からご意見をいただければと考える。基本目標１（男女共同参画の意識づくり・社会づくり）について。

	委員
	幼稚園・保育園は女性が多い職場。男性教諭・男性保育士の受け入れ状態が完全でないのか、長く続かないことがある。男性の希望職員は率先して採用しているが、短大（で保育を学ぶ学生）までは男性生徒もいるが、就職となると異なる職業に就労している状況なので、男性の保育士、教諭がいるとなると、続く方（男性の保育士や教諭）が出てくると思う。時間はかかるだろうが、男性の進出、女性の進出は間違いなく進んでいると思うので、今後も見守っていきたい。

	会長
	私の学部も、保育士を希望する男子学生は一定数いる。しかし、実際に就職となると別問題となる。

	委員
	学校現場を例に挙げると、例えば、部活動の指導は女性より男性教諭が任されがち。となると、男性が遅くまで（学校に）残りがちとなり、家庭にしわ寄せがいっていたのかと考える。
学校という職場において管理職が教諭にどう研修させるかが大事だと思う。レゾナが開催したフォーラムに参加したが非常に啓発された。男性も、自分の時間や家庭を考える意識を変えるような取り組みが必要と思う。そのような意味でフォーラムの内容は、これまでの価値観を見直す良いきっかけとなった。このような取り組みが広がっていけば変わっていくのではないかと思う。

	会長
	次に、基本目標２（安全・安心な社会づくり）についてご意見は。

	委員
	話が戻るが、人材バンク登用について、全体の勉強会などはないのか。どのようなことをするなど漠然としている。

	事務局
	各分野、専門分野はそれぞれ登録されているものが異なるため統一した勉強会は企画していない。例えば、防災分野関連の審議会でこれまで活動されてきた中での見識や、感じられていることを述べていただくこととなる。

	会長
	せっかく、人材バンクを作ったのだから登録された方で勉強会など自分たちで企画してはどうかと、それを市民提案事業とされてることも可能かと思う。

	委員
	女性人材バンクは熱心に勧誘されたので入ったが、このように男女共同参画の会議に参加して唐津市の現状を見ると、女性登用率０（ゼロ）の審議会などは気になる。女性委員をということであれば専門知識を持つ委員としてではなく、市民感覚を述べる委員として女性委員を位置付けてもらうと女性も登録しやすいと思う。日本人は、自分から手を挙げるのがはしたないと思う感覚があると思うので推薦という仕組みがよいのではないか。

	会長
	基本目標２について、他にご意見はないか。

	委員
	児童虐待について、地域の方に信頼される園の運営をせねばならないと思う。その為にも先生たちの教育が大切。

	会長
	保育園や学校などがブラックな職場と言わるようになったが勤務状況（トイレにも行けない）の改善も求められるところ。
次に、基本目標３（男女がともに働きやすい環境づくり）についてご意見はないか。

	委員
	わが社は、職員１０４名のうち４１名（４割）が女性。最近は採用において課題を抱えている。４１名の女性のほとんどが高卒であり大卒で唐津に戻る女性が少ない。高卒に関しても近年は進学率が高くなった。事業継続にあたり、入社するものが少なくなれば、出ていく人を減らさなくてはならないとなり、働きやすい職場にしていこうとの考えに至った。まずは、時短。今後の課題であるが、子供が小学生になるまでは時短制度を使えるようにしようかと、現在考えている。その一環として、銀行は３時に閉まってからが忙しいイメージだと思うが、現在はシステム化が進み５時台には帰れる。システムを導入し、機械化することでワークライフバランスの充実を求めたり、人やそれ以外に投資することで住みやすい・働きやすい会社を作ることを求めている。最後は人になるが、まずは職員が働きやすい、女性が働きやすい職場を作ることが大切と考えている。

	委員
	比較的事業規模が大きな事業所は、男女が働きやすい環境づくり、男女共同参画の推進には比較的積極的に取り組まれていると感じる。一方で、中・小規模の事業所にとってはなかなかハードルが高いように感じている。事業を継続するだけで手いっぱいで、そういったところまでは取り組めていないような状況と感じている。商工会議所の議員の改選の年であったが、８０名中女性議員は8名。前年度比べ女性議員が４名増え、女性の社長などが増えてきていると感じるところ。

	委員
	実践できている事業所には、管理職への女性の登用率が高い、育休がとりやすいなどを積極的にアピールしていただくと、他事業所もそれに引っ張られ、女性が活躍できる職場環境や大卒女性が唐津に戻ってくることもあるかと思う。
男性保育士は、結婚するなら、家庭を持つには給料が安いので転職するとも行われている。保育士や看護師は処遇改善が進められているので、一定の給与のレベルアップが必要ではと思っている。
10月1日から社会保険の適用が従業員数101人以上に拡大された。また、産後パパ育休制度も創設された。まずは、男性に育児にかかわっていただくためにも、この制度をフルに生かしていきたい。また、４月からは従業員数1,000人超の事業所は育児休業の取得状況を公表することになる。これらが公表されると、その事業所に就職しようとする人が増えるといいなと思っている。

	会長
	色々な制度改正が進んでいるので、若い父親たちに周知する手立てを講じならなければならないことだと思う。
それでは、今年度は今回が最後。次年度、またご参集いただきたい。

	事務局
	次回の推進協議会は、Ｒ４年度の実施状況を点検していただくこととなる。また、来年度から男女共同参画計画（第５次）の策定向け作業に入る。来年度は、基本調査が中心となるが、今後は基本計画についてのご意見等もいただければと思っている。
本日は、お忙しい中ありがとうございました。
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